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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第３四半期累計期間
第37期

第３四半期累計期間
第36期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 5,362,950 5,690,409 7,145,908

経常利益 （千円） 224,243 367,036 312,839

四半期（当期）純利益 （千円） 128,410 242,223 188,294

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 579,900 579,900 579,900

発行済株式総数 （株） 1,449,168 1,449,168 1,449,168

純資産額 （千円） 1,328,097 1,586,427 1,387,982

総資産額 （千円） 3,088,502 3,241,523 3,031,843

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 88.84 167.58 130.27

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 30.00

自己資本比率 （％） 43.0 48.9 45.8

 

回次
第36期

第３四半期会計期間
第37期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 32.76 16.01

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等を含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであり、将来に関す

る事項には、不確実性を内在あるいは、リスクを含んでいるため、将来生じる実際の結果と大きく異なる可能性もあ

ります。

(1）業績の状況

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用状況の改善により穏やかな回復基調にあるもの

の、個人消費は停滞が続いており先行きは不透明な状況が続いております。

　外食業界におきましては、原材料価格の上昇や人手不足を背景とした人件費の高騰に加え、消費者の節約志向が

強まるなど依然として経営環境は厳しい状況となっております。

　このような環境下で、当社は計画的な改装の実施や季節のデザートメニューの投入を継続し、さらに爆弾ハン

バーグの販売強化に取り組むなど、商品力、サービス力の安定と向上に努めてまいりました。

　店舗数につきましては、出退店を行いませんでしたので、前期末と変わらず62店舗でした。

　当第３四半期累計期間の業績につきましては、既存店売上高が堅調に推移したことにより、売上高は5,690,409

千円(前年同期比6.1％増)となりました。利益面では売上高の増加に伴い売上総利益が増加し、経費面では人件費

の増加がさらに続いたものの、人件費以外の諸経費のコントロールに努めたことから、当第３四半期累計期間の営

業利益は353,369千円(前年同期比65.7％増)、経常利益は367,036千円(前年同期比63.7％増)、四半期純利益は

242,223千円(前年同期比88.6％増)と増収増益となりました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対応すべき課題において重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,000,000

計 4,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,449,168 同左

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

（注）

計 1,449,168 同左 － －

　（注）完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であり、単元株式数は100株で

あります。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 1,449,168 － 579,900 － 496,182

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

　区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　3,700 －

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

完全議決権株式（その他） 　普通株式1,431,600 14,316 同上

単元未満株式 　普通株式　 13,868 － 同上

発行済株式総数 1,449,168 － －

総株主の議決権 － 14,316 －

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社フライング

ガーデン

栃木県小山市本郷町

三丁目4番18号
3,700 － 3,700 0.26

計 － 3,700 － 3,700 0.26

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

専務取締役 品質管理室長 専務取締役
営業支援本部長

兼 社長室長
野沢　卓史 平成29年７月１日

取締役 立地開発部長 取締役
営業本部長

兼 立地開発部長
長野　令 平成29年７月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成29年10月１日から平成29

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 524,652 633,116

売掛金 44,438 60,778

商品及び製品 6,543 8,725

原材料及び貯蔵品 32,234 49,037

その他 122,818 109,303

流動資産合計 730,687 860,961

固定資産   

有形固定資産   

建物 3,515,686 3,651,376

構築物 818,337 860,401

工具、器具及び備品 422,207 414,570

その他 560,144 603,288

減価償却累計額及び減損損失累計額 △3,957,531 △4,064,147

有形固定資産合計 1,358,843 1,465,489

無形固定資産 173,421 172,969

投資その他の資産   

差入保証金 355,572 335,471

保険積立金 315,745 315,745

その他 105,825 97,699

貸倒引当金 △8,251 △6,812

投資その他の資産合計 768,891 742,103

固定資産合計 2,301,155 2,380,562

資産合計 3,031,843 3,241,523

負債の部   

流動負債   

買掛金 218,615 237,231

1年内返済予定の長期借入金 143,732 133,812

未払金 287,112 333,735

未払法人税等 95,331 72,903

ポイント引当金 15,300 9,700

賞与引当金 60,550 26,259

その他 117,084 150,702

流動負債合計 937,726 964,343

固定負債   

長期借入金 261,924 162,033

退職給付引当金 111,356 115,221

役員退職慰労引当金 160,397 163,553

資産除去債務 127,458 129,283

圧縮未決算特別勘定 － 77,451

その他 44,997 43,209

固定負債合計 706,134 690,753

負債合計 1,643,861 1,655,096

純資産の部   

株主資本   

資本金 579,900 579,900

資本剰余金 496,182 496,182

利益剰余金 317,566 516,425

自己株式 △5,666 △6,080

株主資本合計 1,387,982 1,586,427

純資産合計 1,387,982 1,586,427

負債純資産合計 3,031,843 3,241,523
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 5,362,950 5,690,409

売上原価 1,755,957 1,812,356

売上総利益 3,606,992 3,878,053

販売費及び一般管理費 3,393,760 3,524,683

営業利益 213,231 353,369

営業外収益   

受取利息 1,366 1,120

受取賃貸料 35,896 35,896

その他 9,090 8,143

営業外収益合計 46,353 45,160

営業外費用   

支払利息 5,083 3,013

賃貸収入原価 27,803 27,308

その他 2,454 1,170

営業外費用合計 35,341 31,493

経常利益 224,243 367,036

特別損失   

固定資産売却損 8,426 －

特別損失合計 8,426 －

税引前四半期純利益 215,817 367,036

法人税、住民税及び事業税 66,067 106,034

法人税等調整額 21,339 18,779

法人税等合計 87,406 124,813

四半期純利益 128,410 242,223
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

減価償却費 134,267千円 129,443千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月23日

定時株主総会
普通株式 43,364 30.0 平成28年３月31日 平成28年６月24日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月22日

定時株主総会
普通株式 43,364 30.0 平成29年３月31日 平成29年６月23日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、ファミリーレストラン事業の単一セグメントでありますので、記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

株式会社フライングガーデン(E03432)

四半期報告書

 9/12



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 88円84銭 167円58銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 128,410 242,223

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 128,410 242,223

普通株式の期中平均株式数（株） 1,445,468 1,445,434

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月２日

株式会社フライングガーデン

取締役会　御中

 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加賀美　弘　明　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岡　　　賢　治　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フライ

ングガーデンの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第37期事業年度の第３四半期会計期間（平成29年10月１日

から平成29年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期財務

諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる情報を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フライングガーデンの平成29年12月31日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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